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ハワイの印象

一ハワイ島とオアフ島の火山一

��

ホノルル市で行舳一1れた太平洋科学会議が終った9月

2目の午後ヒッカム飛行場をとびたった私たち巡検旅

行団の一行は約1時間後にはオアフ島前面300㎞にあ

るハワイ島の東津ヒ1コ市についた.

この巡検旅行は地質･動物1植物･民族･一般の5班

からなりそれぞれ別方面にわかれて出発したのだが

私たち日本人の大半は帰国の目が決まっていたため私

と同じ一般の班に参加した.一般班というのは計260

人はかりでそれがさらにA･Bの2班にわかれ8機

の飛行機に分乗してホノルノレを出発東と西から各ハワ

イ島を一巡することになっていた.

ヒロ飛行場は広次とした草原の中にあって施設とい

㌣,ても上凝曽)ほか逮圭雲の鏡物があるばか!)急に南洋

のいなかにきてしポニニ次という感じを受けた刮

ソ)ハワず三軸はハワぞ櫛､軸茎二眼大(η島で別名`ヨ馳

至§1鋤ポ窯たは畠火{と淳ンのヨ島㍑ムもよばれていふ

繭積は四顧グ)半分ぐい/人}加万ばかりで凄)る,

,1紬パ化は5つの大意な火…,垂､蔓があでゴζはとんと平野

1､λいも豪)はなくすべてゆるやか匁刈")すそ野であ

る咄巌商峯は㌢ウナ曲ケア山(滅醐脇孤鯛)で戸ワイ

ホノルル市の北方右手には主錯コｰラウ(KO⑪i舳)1.岬脈

カ言みえる1町0)1ヰ1+こはヤシやフェニックスカ宝少㌧､

徳永童死

語で“白い山"とよばれ標高4,620m頂上には秋から

冬にかけて雪がみられるという.その南にあるマウナ

･ロア(MaunaLoa)山別名“大きい山"は4,220m

あってみごとな楯状の火山である.しかし世界によく

知られているのは南岸近くにあるキラウエア(Kil･…)

火山であろう.この火山はマウナ･ロアの寄生火山

ともいうべき位置にあるのだがその大きな火口の中に

さらによく噴火するので有名なキラウエア｡イキ(Kila･

u｡｡Iki)とノ･レマウマウ(H.1.maumau)などと名付けら

れた小火口がある.

私たちはヒロ市から約1時間南へ走りマウナ･ロア

山のゆるやかなすそ野を越えてキラウエアの宿舎にま

ず入った.この宿舎からは歩いてものの3分とゆかな

いところにキラウエアの大火口がある.案内者がr夜

は外を歩かないように火口に落ちるから｣と注意して皆が

大笑いをしたのだが朝起きてみるとなるほどその通り

だった.標高1,500mのこのあたりでは夜は涼しさ

を適リ越して寒いくらいで室にはストｰブが入ってい

た.

宿舎の近くには火山博物館(VolcamMuseum)と

国立公園の本部がある.このキラウエア火山とマウイ

泳ノルル導)繁華繕下町(眺柵色OW血)猟銃物舳まこ口)

あたりが安い�
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ハワイ脇＼パ

島のハレアカラ(Haleakal｡)火山が国立公園となってい

てレインジャｰが万事世話をしてくれる.本部にゆく

と公園内の道路図･火山･植物･鳥などについての美し

い小冊子祖どをくれ名所では解説し昼食時抵ど飲み

水まで運んでくれた.まことに至れりつくせりであ

る.今度のように外国からたくさんの学者カミ束たこと

は今までにあまりなかったようでそのためかとくに

サｰビスをしてくれた感がないでもないが決して悪い

気持はせず学ぶべき点も多いようだ.

また公園内で一般の人たちに公徳心を守らせる方法

として食事をする場所が定まっておりそこにはユｰ

カリの美しい林があり便所の設備もよく整っている｡

またところどころにはガラス窓のついた掲示台がある

のでのぞいてみるとその中に煙草のすいがら｡チュ

ｰインガムのかす｡ガラスビンのかけら･写真のフラ

ッシュ電球などが並んでいる.その上に大見出しで

ThereareYoursPあなたのものがある!と書いて

あった.

キラウエア火山の溶岩は玄武岩質でまた非常に粘性

があるので爆発しても危険は少なくそのためか近くか

ら写真を撮ることができる.幸か不幸か私たちが行っ

た時は全たく静かでところどころから白い蒸気のよう

たものがあがっているだけだった.1961年5月に噴火

したところもただ固く溶岩の肌がみえていた.

キラウエア火口のまわりにはこうした溶岩が作り出

した数々の面白い地質現象があって見物場所と扱って

いた.

まず溶岩チ貝一ブ公園(Lavatubepark)とい
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ハワイ爵の火山位置図

うのは日本でいえば富士の風穴のようなものである.

古い溶岩の中にさらに新しい溶岩が流れこみ通路を作り

そのあとが今では人がくぐりぬけてゆげるようになって

､･る.

溶岩樹公園(Lavatreepark)というのがあるが

これはキラウエア火山からかなり離れた南岸に近いパ

ホア(Pahoa)という村の近くにある.そこはもとユ

ｰカリかまたはオヒアの大木からなる森林だったが地

下からもり上ってきた溶岩がその樹木の根から樹幹の

中に入りこみこれを焼き木がやけつくされたあとに

は樹型の溶岩が柱となって残るといった珍現象がある.

今みるそのあたりは一面の樹形溶岩の柱が並んでいて

ちょっと常識では考えられないのだが事実だから仕方が

ない.

ホテル近くのストアｰ秘たち100人近くはここで食料品を貿

いホテルで自炊をした

ホノルル市内女性はすべて.∠､一

ムｰ(murmur)を着ていた�
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やはり溶岩の粘性と低温とがなせるわざともいうべき

だろうか.よくある溶岩樹型というのもあるがそれ

は溶岩の中にうずもれた木が焼けそのあとが溶岩の中

に穴となって残るtreemOldである.

キラウエア･イキ火]の裏側には1959年と1960年の

噴火で埋まった森林がある.すべて枯れてしまりたオ

ヒアの白い樹幹カミ見渡す限りつづき荒涼としたもので

あるが黒い溶岩流との対象がきわだって美しかった.

その枯木の森の中には歩いてゆけるように板で作られ

た小道があってこれも名所の1つとたっている.

こうした観光ルｰトのかたわらハレマウマウ火〕の縁

には米国地質調査所の火1ユ臓測所(Volc.noObse｡｡at｡｡y)

がある.まさにそれは火口壁のそばにあるといっても

よく噴火の時などはどうするのかと他人ごと祖がら心

配になる.しかしガス爆発の少ない火山のためか

間近からの観測も可能であるようだ.そこにはわずか

た時間しかおられ粗かったので地震計その他の設備を

見学したにすぎたかったがきわめて簡単なものであり

た.

火山博物館から約2㎞ほど東の方には噴気孔のたくさ

んある原野が広がっていた.朝などはそこから上がる

蒸気がもうもうとあたりに立ちこめていて私たちH本

で地熱開発という言葉を始終きいている者にとっては誠

にもったいない話.これを利用しているのかとレイン

ジャｰにきいてみても余リ関心がない.大体ノ･ワイの

人たちは温泉とか地熱とかに大して関心もなく試錐も

行なったことは聞いていたいといっていた.

ハワイ島の南酒端にはもう1つ見σ)がすことのできな

い見ものがある.それはカポホ(Kapoho)という村が

ユ961年2月付近に突然噴き上ってきた火山の溶岩のた

めにうずもれてしまいそのまま残っている所である.

そこでは洋風のベランダ付の家もマｰケットもおL

よせた溶堵流にのまれてひさしまで埋まっている.

ここでもよそと同じようにその熱によって建物が燃え

るということは祖く飴のよう粧溶岩に固められてしま

ったという感じであった.当時裏手か.ら押しよせてく

る溶岩を想像しただけでもその場所に立ってみると

恐ろしさが身にせまる思いであった.

こうした溶岩地帯のうちでもごく新しく噴出したもの

にはまだ植物は茂っていない.キラウエア周辺でとく

に目立つものは羊曹植物のヘゴ科のタカシダ(α5･〃舳)

の類でいちじるしく繁茂しいわゆる樹木羊歯(fem

t…)となって森林を作っている.それらの高さは5

～6mもあり車はその下を通一一･てゆくが窓から眺め

るとちようど地質時代の古生代における植物景観はこ

んなものではなかったかという感じがした.こうした

羊歯類はハワイ島内に局地的に構生していてむかしは

その幹に生えている毛をとって枕の詰物として輸出し

また幹は土人が食用にしたというから見捨てたもので

も枚い.

ハワイ島についてから3目目に私たちは島を横断して

東海津から西海津コナ地区に行くことになりた.その

遣はちょうどマウナ･ケアマウナ･ロア両火山の中

間の鞍部をこえるもので鞍部道路(Saddl･Ro･d)と呼

ホノルル市の裏町傾きかけた長

屋にも人ほ住んでいる

ハワイ最後の王女リリオカラニ(Li1iuo災箭】ani)が使用していた馬

車(ピショソブ陣物館蔵)�
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はれていた.

ヒロ市から酉へ2火山の雄大な姿を車窓に眺めつつ

走ること21時間あまりで2,000mの高所に達する.周

囲は見渡す限りの溶岩の尿となってこれらは渦巻状の

表面を示すいわゆるバホエホエ(Papho･phoe)型溶岩

であった.大波が押しよせるようにはるか彼方のマ

ウナ･ロアのいただきから流れ下り世界でここがこの

型の溶岩の模式的発達地ということで地質やの私たち

はことさら感銘が深かった.噴出した溶岩はそれらの

年代によっても多少質的にも異なり同じ玄武岩質でも

ある所ではパンケｰキ状に割れるアア(A･)型溶岩とな

っていた.

峠の最高地点け近はま夏でも青空のもと肌寒い風が

吹いていて樹木もずっと温帯に近い様相となリオヒ

アの樹林のほかにも常緑の澗葉樹が大きな森を作ってい

た.

マウナ･ロアはきわめてゆるやかな山容をもち北の

マウナ･ケアはそれがやや解析されていただきは峰とい

った形をしていた.､マウナ･ケアの西側一帯は貿易風

が届かないため非常在乾燥地帯となっていてウチハ

シャボテン(og㈱肋)の群生がみられた.

こうして1つの道で海岸地帯の熱帯性ココヤシの木

･樹木羊歯｡温帯性の潤葉樹林･乾燥地の植生と多彩な

展開が見られるのも興味のあることであった.

西海岸の一角コナ(Kon･)という地区は観光地とし

て早くから知られ東海津のヒロ(Hi1o)市とまさに好一

対をなしている.コナ地区のカイルワ(Kai1ua)には

熱帯地風のきれいなホテノレが多くあってヤシの林と色

ハワイ大学図書館(SinclairLibrary)の雑誌閲覧室

とりどりの花それに夜ともなればホテルのロビｰで波

を背景にフラダンスが催されるといった観光客には誠

に道具立のそろったところである.

このカイノレワを中心とした地域ではコｰヒｰの木の栽

培が盛んでここに滞在した数目は農場やコｰヒｰ園の

見学が行なわれた.私たちにとっても東海津での花｡

砂糖きび｡くるみなどの栽培とここのコｰヒｰの栽培と

で島の中で地味と気候によっていかに農業に差が生じ

るかというよい例をみたわけである.

カイノレワから南へ15㎞ばかり下った所にキャプテン

｡クック(CaptainCook)という地名の所がある.い

うまでもなく英国の大探険教ジェｰムス｡クック

(JamesCook)を記念してつけられたものだがそこの海

岸にクック最後の地がある.彼は最初の航海でオｰ

ストラリアを確認し英国の領有を宣言次の航海でニ

ュｰカレドニアその他の太平洋の多くの島を発見最後

の航海でこの地を訪れ1729年ちょっとした紛争がもと

で土人に殺された.今きてみれば青みをおびた深い

水をたたえた静かた湾の一すみに白い石碑が立っている

が200年ほど前には未開の蛮地であったわけでハワイ

1島の歴史が急激に変っていったことを示している.

その南8㎞のところには土人たちが住んでいた城跡

がある.今はただ石積のヘイや塗るいなどが残ってい

て荒廃都市(cityofR･fuge)として州の公園になって

いる.

1887年ころには人の顔を描いた木柱がたくさん建ち

なかなかにぎやかであったそうだがもはやその跡かた

もなかった.土人たちはみん枚文化の中にとけこんで

ハワイ大学図習館のカｰド廉引窒�
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散っていってしまった.

る人が少なくなってきている証こであろう.

ハワイ島に滞在した5目聞はこうして毎日自然と文化

の見学旅行をつづけ9月の初めにふたたびホノルノレに

戻った.しばらくホノルノレを離れていてまたダイア

モンドヘッドの山の姿をみると何となくなつかしくな

るのは不思議なものであった.巡検旅行の前はまこと

にあわただしく何事も考える暇もないくらいであった

が旅行がすんでみると改めてホノルノレやノ･ワイの色々

た問題について考えてみる機会ができまた日本に帰っ

てからはそれをまとめてみた.そのうちから1旅行者

としての私のえた印象の一端をのべてみよう.

最近のようにジェット機で行けば8時間たらずで着く

このハワイ群島は色々の意味で東洋との関連を深めよう

とする.その1つのあらわれが前にのべたハワイ大学

の中に設けられた東西センタｰ(E･･t･ndW･stC･nte･)

である.しかし私の見また感じたところではハ

ワイにいる日系人は年と共に日本に住む人々との間の

つ在がりが遠くなってゆくのではないかと思う.

たとえば貝本語の普及率をみると40歳以上の人はま

ず不自由ないていど.30歳代の人は数にして半々ぐら

い.20歳代となるとまず30%ぐらいの人が日本語が

話せるていどではなかろうか.今度の学会で手伝いを

してくれた20歳代の3世の女性たちの中では且0人中2

人くらいしか日本語は話せなかった.大学に学び日本

語のレッスンを受けている人たちはかなりいるが日本

語を話すということが就職の1つの好条件になっている

ということは裏返せば20歳代の人でこれを自由に話せ

蹟断路からみたマウヲ･ロア1⊥1(遥ヨ220m)

付近は1835年に噴出した溶拾の原である(ハワイ島)

言葉は何よりも理解を助ける.会議に出席した私た

ちが何よりも痛切に感じたこともやはリ語学力の不足だ

った.国際語としての英語は今更いうのもおかLいこ

とだが否定できない力をもっている.

ノ･ワイはよく人種の展覧会のようだといわれている.

人種の区別を1960年末の統計によってみると日系人

20.3万欧米人(Caucasian)20.2万フィリピン人6.9

万中国人3.8万ハワイ人11.9万となっている.ホ

ノルル市内を歩いてみても大体そのとおりの印象をうけ

るが学生だとは皮膚の色など全く意識せず互に楽しく

つき合っているのでこうした見方をする私たちの方が

かえって反省させられてしまった.やはリ言葉の共通

性は民族をこえて協調の力を作り出すものなのだろう.

私たちが3週間ばかりハワイ群島にいた間1度も終

日雨という目はなかった.毎日プノレシヤンブノレｰの南

国の空がひろがって時折スコｰノレはくるがきても5

分間ぐらいで止んでしまうのでなれた人はShOwer!

などといって平気でぬれていた.土地の人に聞くとこ

うした好天は毎年7月から9月までは普通でこの間は

ほとんど雨は降らない.オアフ島ホノルルでの平均月

別降雨量をみると5月7mm6月5mm7月9n〕m

というから雨具は不要の程度であるが冬季は12月100

mm1月114mmで東京の3月10月あたりと同じであ

る.しかし前にのべたように山脈の東側では局地的に

きわめて多雨のところがありそのため植物も繁茂する

し水も豊富である.気温はというと一番暑い7月は

マウナ苗縢アlilから1鎖幽しヂこノギ球j:由添皿(Pa'10ehOe)

型溶瘡粘性つよく飴のようになって流れた(ハワイ島)�
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26.3丁寒い1月は22.3Tというから年中東京

の8月から9月の気温である.それで衣類もアロノ･

(aloha)やムｰムｰ(mum服)でことたりるということ

になる.私たちのいた頃も気温としては東京と変りな

いと思われたが非常に乾燥しているので全たく汗はで

ない.木蔭に入れば涼しく公園の緑蔭でただ何とな

く休んでいる人たちの多いというのも自然の避暑を楽し

んでいるというわけである､

こうして皮膚に感じるこの気候は地層の風化やそれ

に関連した土地の産業に影響を与えずにはおかない.

せまいオアフ島の主山脈が意外に解析されていて細く

ひだのようになった谷を多く形成しているのも多孔質

な玄武岩質の溶岩が冬期多雨のための流水によって削

剥された結果である.またオアフ島の2つの山脈の

間に広がっている平野にはパイナップルと砂糖きびの

栽培が盛んで1960年には世界中で生産されたパイナッ

プル･ジュｰスの78岩がここで生産された.砂糖も世

界産額のおよそ15%がここで作られこの2大産物がこ

の島の経済をたり立たせているといえよう.したがっ

てここに住む人たちはこれら農業とその加工業･商

業に従事する以外はやはり米本土に移ってゆくわけで

一世の老人の話しでは大学卒業者の就職難はここでも

みられるとのことだった.

ホノノレル市内の欠きた建物といえば大学･各種学校

と官公署以外は銀行･農産物加工場汰どでありあとは

すべて観光事業にともなうホテノレその他の施設とたって

いる.こうした観光を主とする土地だけにその道路

はよく檎物陰い動物園などは無料水族館なども安い

入揚料で入れるなど配慮されているがすべて小ちんま

りと書れいで細るというのがその共通した印象である罰

パワｰずにそだっている植物は前に述べたように東南ア

ジア1南洋ガ櫛から渡来したものが多い｡胃本でみる

熱帯植物園をそのまま野外に出/､て樹を大きくし花に

漁)ざやかさを加えたと思えば妻ず間遠い汰い甜そのた

めハワイを通る旅行茸がホ/ルル剛郊敷をまず花の

美しさから勅げるのも無理からぬことである曲夏の夏

カ州凌勅おいの類1ゾルバη)類を筆頭1こおびただし

い花が咲いていた.花の美しさだけは今でもあざやか

に思いうかべることができる.

ハワイ島の学問的た分野はやば1〕ハワイ大学が中心

となっている.ちょうどわが国の京都大学のように

かなリの敷地の中に各教室が独立して建てられておリ

それぞれ大学にゆかりのある人の名前がつけられてい

る.植物学教室というよりDeanHa11といった方が

通りがよい.

ここではおもに太平洋地域についての自然科学と語学

の分野がさかんである.植物学の方では植物生態･分

類地質ではもちろん火川学中心というようにあまり

手広くはやっていない.人文科学はむしろホノルル市

の西にあるビショップ博物館の研究部が中心のようであ

る.ここでは太平洋諸民族の人類学･土俗学の資料が

多く集められてあって世界的に有名な学者もわざわざ

この地で勉強し母国にかえることも多い.芸術の方

面ではホノルノレアカデミｰオブアｰツ(Honolu1u

AcademyofArts)が中心である.ここには東洋の古

ハジィ擦州央部にパホコ･･ホ二型溶蛤の､模式的発達地があり

珍奇な渦巻の形は人々の目をひく�
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キラウエア水Il■f｣j五から日ウ,

キラ1リェア詐幸1吾一吉{こよりて茅乗'ま1㍉■1オL独Iオくり)1=､と

溶.七1千ω仙↓ωコニ1･ラストが･楽しい

美術品とくに古い陶操や磁器などの逸品が集められ11

本の浮世絵などもかなりある.1日ここを訪れてみた

が専門外の私にもここにはかなり重要なものがあるこ

とに気付いた.ノ･ワイ大学･ビショップ博物館｡アカ

ヂミオブアｰゾはホノルルの文化の3つの中心とい

えるだろう.

次にこσ)学会において1司｣象に残りたことの1つに

自然保護の問題がある.

自然保護(c㎝se.vatio｡)という言葉はわが国でも

よく言われ国立公園･天然記念物が決められその他文

部省文化財保護委員会･厚生省たどで自然をいためない

ように管理されてはいるが今度の学会でも1つの分野

として大きく浮かび上ってきていた1

ところが日本から出席された方々は農学･林学その他

各方面にわたっており総合的た連絡がむずかしかったの

でずいぶん苦労されたようである.これは地質学と

も関連する問題でもあるし一層こうした方面の技術･

管理･対策･調査などが必要となっている.

しかしr自然を保護する心｣というものはいくら

官側や学者が先頭だっても早急には育成できないので

はなかろうか.一般の人々の間にしみわたらせるには

現在米国の国立公園で行なっているような国立公園窓口

の設立･レインジャｰの配置｡啓蒙とくに自然について

の理解などことあるごとに少しづつ進めてゆく必要が

あるだろう.これは国土保全にもったがる問題であ

る.ソ連においても同じように自然保護政策が進めら

れていると聞いている.r自然を保護する心｣を養

うことは今後考えるべき問題である.

短かい滞在期間をおえてみるとこのハワイ群島が米

大陸へ2,000㎞日本から6,000㎞離れている洋上にあ

るため地質｡植物･動物の学問の分野で私たちが今

当面している問題とはややかけはなれた感がないでもな

い.

しかしこれから地質学上でも太平洋地域の海洋地

質の研究がすすめられ研究所も設立されようとしてい

る段階でもあるし海底下深く試錐をうとうという｢モ

ホｰル計画1も具体化の第1歩をふみ出している､

あちらで見たR跳ifiC脳SCOVery(太平洋の発見)とい

う雑誌には太平洋についての自然科学｡民族学だとの

記事がたくさんのっていた.私のえたわずかな資料｡

知識もこの地域の植物･地質などを考える上で役に立て

ば幸いである.

(筆者は燃料部石扶諜)

キラウエアリく1｣.のiっδ)火『1ハレマｰ)マウ(rIalernnuη〕刮u)

1961年5月に噴火した対j阜火11壁上止乎に火山側刮!l1所がみえる

一難

甲ウj･ク'アiむ(標高オ,620m)の遠望

すそ蜥1弍乾燥地となりシャボテンが獅生している�




